
教育目標 しっかり学ぶ子  思いやりのある子 ねばり強い子 

重点目標 想像できる子の育成～共に夢を叶える学校～  

 合言葉 わかる気！できる気！その気！ 

 

 

 

 

猿払村立浅茅野小学校便り 令和４年２月２８日発行 第１１号 

学びを生かす「想像力」       猿払村立浅茅野小学校長 荒谷 卓朗 

☆「トリプルコーク１４４０」 

 北京五輪スノーボード・ハーフパイプで平野歩夢選手が成功させた技の名前が大ブレイ

ク。2 本目の採点で得点が伸びず、「怒りしかなかった」という状況の中、完成度の高さを

求めて再チャレンジ。3 本目は「怒りを表現に変えることができた」と最高得点で金メダル

を獲得。大技を習得するまでの努力、精神力の強さに心をうたれました。その挑戦の支えに

なったものは何か。多分、トップ選手に憧れ、成功した自分の姿を想像するところから始ま

ったと思うのです。「誰もがなし得ることではない。だからこそ、やる価値がある」と考え

て練習を積み重ねたと推察します。人はそれぞれ可能性を秘めています。「面白そう！」「こ

れで何ができる？」と試す中で自分の得意をみつけ、進むべき道を切り拓く。このように、

個別最適な学びは、「なりたい姿」や「憧れ」から生まれるものかなと思うのです。 

☆作品に込められたマイストーリー 

 成功も失敗も挑戦した証です。試行錯誤・探求する過程で、発見や喜びが生まれます。 

3 学期、校内に展示された作品をみると、何を考え、表現したかったのか、その子なりの

物語（マイストーリー）が感じ取れます。低学年は伸びやかさが伝わってくる造形遊びです。

中学年はシール版画で「海の世界」を色合い豊かに描きました。高学年はドライポイントの

特徴を生かして動物の毛並みを工夫して丁寧に表現しました。鑑賞など互いの作品の良さ

を伝え合う場面で、背景・プロセスに目をむける感性が培われると思います。ご家庭でも、

子どもの小さな変化・成長に目を向けて、お声がけいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫点：一本一本の毛 

わくわくどきどき 

にぎやかな海 

工夫点：体のかげ 

工夫点：口のかげ 

深海の広場 

魚の広場 

くねくねくねくね 

海の中の楽しいなかまたち 

ロボットの

アパート 

天空へ 

つづく 

タワー 

工夫点：口や鼻のかげ 



 

                令和３年度もあとわずかとなりました。２月中もさまざ

まな行事がありました。徹底したコロナ感染予防対策を取

りながら、子ども達は楽しく取り組んでいました。さまざ  

 まな体験が、子ども達の学びにつながっていま  

す。 

 

 

                     それぞれの子ども達が、自分から追い出した

い鬼を画用紙に書いて、発表。そしてその鬼に

向かって豆を投げました。力作の絵が勢ぞろい  

                    でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（火）参観日・PTA 全体会議（中止） 

２日（水）児童会 

３日（木）職員会議 

８日～１１日 ２計測 

１１日（金）なかよし号（返却のみ） 

１６日（水）児童会 

１９日（土）卒業式（縮小して実施） 

２１日（月）春分の日 

２２日（火）振替休業（卒業式） 

２４日（木）修了式・離任式 

２５日（金）春休み開始 

（４月７日 新学期、入学式） 

行事予定 

 北海道において、まん延防止措置期間が延

長されました。宗谷管内および猿払村におい

ても感染が確認されている状況が続いてお

ります。それに伴い、学校行事については、

中止、または縮小しての実施となっていま

す。保護者、地域の皆様におかれましては、

ご理解とご協力をお願いいたします。 

２月の行事 

節分集会 

児童総会 

クロスカントリースキー １６日昼休みに児童総会が行われました。後

期の児童会活動、掃除班活動の反省が行われ、

各学年から多くの質問や意見が出され、活発な

児童総会となりました。 
浅茅野小の特色ある教育活動の１つであ 

るクロスカントリースキー授業が行われて 

います。高学年は慣れたもので、きれいな 

スケーティングでさっそうと森の中をかけ 

ていき、初めての１年生も、転んでは起き、

転んでは起きしながら、楽しそうに取り組 

んでいます。 

食育の取り組み 

バランスの良い食事について考えてもらう機会 

として、毎日の給食メニューの食品を、子ども達 

が３色に分ける取り組みをしています。 

養護教諭の指導の下、自分で考えて食品を分け、

「ぜんぶあってた！」「１つまちがってた。」な 

どと、楽しみながらそれぞれの食品のもつ働きに 

ついて学んでいます。 


